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１． 緒言 
 近年，住宅の内装材などから放散される有害化学

物質が健康に悪影響を及ぼすことが懸念されており，

塗装や表面改質による放散の抑制が行われている．

一方で，社会のニーズが物質的な欲求から機能的な

欲求，さらには感性的な欲求へと向かっており，機

能性に加え，「使いやすさ」，「心地よさ」といった

快適性に着目した製品開発が行われている．そこで，

我々は，木質系材料からの有害化学物質の放散を抑

制し，さらに人に対する快適性を付与する表面処理

方法の開発を行っている．木材の快適性評価として，

これまで脳血流量による評価 1）が行われており，

主観評価と良く相関して変動することが明らかにさ

れている．しかし，脳血流量の測定の機器は非常に

高価で，また，被験者の拘束性が強いため，我々は

簡便な生体計測による評価方法の開発を試みている．

そこで，自動車運転時のドライバーの覚醒度評価 2) 
に用いられている脈波に着目し，木材の快適性評価

指標として検討している．本報告では，三重県産ヒ

ノキに各種塗装処理を施し，生体信号の計測および

官能検査から，塗装処理が心身状態に及ぼす影響を

検討したので報告する． 
 
２． 実験方法 

２.１ 試料 
 実験に用いた試料は，無垢(NN)または塗装処理

を施したヒノキ（300mm×120mm×20mm）であ

る．塗装処理は，それぞれウレタン樹脂クリアー仕

上げ(UC)，ウレタン樹脂フラット仕上げ(UF)，ワ

ックス(WX)及び自然系塗料(ST)が施された．この

5 種類の試料を用いて，接触時の官能検査および生

体信号の計測を行った． 
２.２ 官能検査 
木材表面の「触り心地」についてSD(Semantic 

Differential)法による官能評価を行った．形容語対

として「硬い，滑りやすい，快適な，湿った，粗い，

暖かい，自然な，手触りのよい，好き」の9種類を

選択し5段階で評価させた．被験者は，成人男性6
名とした． 
２.３ 生体信号の計測 

5 種類の試料との接触時の心電図，指尖脈波を計

測した．実験環境は，室温 25℃，湿度 50%とした．

被験者は成人男性 3 名で，実験室に入室後，椅座位

で 20 分以上の安静を取らせた後，実験を開始した．

実験プロトコルは，椅座位閉眼で 2 分間の安静をと

らせ，その後，試料と 3 分間接触させ，2 分間の安

静後，再び 3 分間接触させ，その後 2 分間の安静

を経て終了とした．この間，継続して生体信号の計

測を行った．心拍変動性は瞬時心拍数から R-R 間

隔を算出し，交感神経系指標(LF/HF)を算出した．

指尖脈波の波形処理としてリターンマップ手法 2)を

用いた．リターンマップは，ゆらぎを視覚的にとら

える場合に有効な手法で，時系列データを一定の時

間間隔でサンプリングし，隣り合う数値を X 座標-
Y 座標に繰り返しプロットしたものである．図 1(a)
は安静時，図 1(b)は不快臭吸引時のそれぞれリター

ンマップの例を示した．図 1 より心身状態の違いに

よりリターンマップの大きさ及びドットの分布形状

が異なることがわかる．そこで，これらの違いをリ

ターンマップの重心点まわりの極モーメントおよび

マップの稠密度という指標で評価した．極モーメン

トは(1)式より，稠密度は(2)式よりそれぞれ求めら

れる．ここで，モーメントは指先の血流量を表現し，

稠密度は血流量のゆらぎの大きさに関連している． 
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  (a)安静時       (b)不快臭吸引時 

図 1 リターンマップ例 




